
　開催日:平成２８年９月１３日（火）

通告
順

質　問　者 件　　　　　名 要    　　　　　　　  旨

１．プレミアム商品券のまちづくり上の考え方は。

２．プレミアム商品券の今後について。

３．換金のスムーズな方法を。
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４　　番

東藤晃義議員
① 町長

若者の移住・定住促進対策につ
いて

町外に住む農業後継者が少なくない。いずれ浦臼町に定住する人たちに配慮し
た対策に取り組む必要があるのでは。

① 町長
農業法人化に向けた講習会の開
催

農業後継者の現状を鑑み、法人化に向けた事前講習会の開催を望む。

② 町長 水防倉庫の建設の必要性は
内水・激流対策における迅速な対応のためにも、水防倉庫の建設が必要と思わ
れるが。

１．公共財、準公共財としての認識について。

２．国鉄の分割・民営化をどう認識するか。

３．安心して豊かな生活と人生を享受するためには、交通・移動の権利を保障し、
行使できるようにしなければならないと考えるが。

４．支援や関与のあり方について協議を進めなければならないと考えるが。

5
３　番

柴田典男議員
① 町長

札的内川内水排除の早急な対
策が必要と考える

内水排水機場の設置、内水冠水時間の短縮に取り組んでいただきたい。

① 町長
聖園川未改修の早期整備につ
いて

今年に入り、数回浸水被害が出ている。関係者は早期改修を望んでいるが、町長
の考えを伺う。

② 町長
排水場の整備と水中ポンプ配備
を

内水排除に使用する水中ポンプの設置場所の整備が必要では。また、増台すべ
きとも考えるが長期計画の考えはないか。

7
１　　番

野崎敬恭議員
① 町長

人口減少の歯止めをかける為の
戦略を

新規就農者、小規模兼業農家の育成に対する支援方法は。企業誘致など、人口
減少に歯止めをかけるような戦略はあるか。

① 町長
自治体職員の資質向上に向けて
「自主研修制度」の導入を

企画立案する能力が職員に求められている。自ら研鑽を積む自主研修制度を導
入して。

１．避難勧告の情報伝達の方法と指揮系統の統一を。

２．氾濫しやすい支流を計画的に改善して。

③ 町長
道の駅つるぬまを中心とした拠点
づくりの基本計画を

直売組織の立ち上げと、地域住民の利便性と相互扶助の拠点としての基本計画
を町民に示して。

７　　番
牧島良和議員

① 町長
JR北海道の鉄道事業の見直しに
ついて
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６　　番

静川広巳議員
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答　弁　者

① 町長
プレミアム商品券は商店の活性
化に繋がるか

災害対応で見えてきたもの8
５　　番

折坂美鈴議員

3
２　　番

中川清美議員

② 町長
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8　　番

小松正年議員
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